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2015年2月号
（2015年1月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

特 集  財政、社会福祉法人、地域包括ケア…ズバリ直言

介護の争点2015
対談１：本当の利用者ニーズとは何か？

町 亞聖（フリーアナウンサー、報道キャスター） × 加藤 忠相（株式会社あおいけあ代表取締役）

対談２：社会保障制度の持続可能性
宮島 俊彦（岡山大学客員教授） × 上斗米 明（大阪大学大学院招聘教授） ほか

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

「スマイルケア食」
ってなに？

◆第2特集  介護食の新潮流！

１
月
14
日
に
閣
議
決
定

し
た
２
０
１
５
年
度
予
算

案
で
、
▲
２
・
２
７
％
で

決
着
し
た
介
護
報
酬
改
定

率
。こ

の
う
ち
介
護
人
材
の

処
遇
改
善
策
に
つ
い
て

は
、「
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
」の
存
廃
が
今
回

改
定
の
焦
点
の
一
つ
と

な
っ
た
。

12
年
度
報
酬
改
定
で

「
例
外
的
か
つ
経
過
的
な

取
り
扱
い
」と
し
て
創
設

さ
れ
た
同
加
算
を
め
ぐ
っ

て
は
、「
介
護
職
員
の
処

遇
は
、
本
来
は
労
使
間
で

決
定
す
べ
き
」と
い
っ
た

指
摘
も
相
次
い
で
い
た

が
、
給
与
水
準
の
向
上
な

ど
処
遇
改
善
を
確
実
か
つ

継
続
的
に
講
じ
て
い
く
こ

と
は
必
要
と
の
意
見
も
介

護
業
界
に
は
根
強
か
っ

た
。
結
果
、
同
加
算
の
枠

組
み
を
維
持
し
つ
つ
、“
上

乗
せ
評
価
”と
な
る
区
分

の
新
設
を
決
め
た（
図
）。

新
設
区
分
を
算
定
す
る

場
合
に
は
、
２
つ
あ
る

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
要
件
を
両

方
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従
来
の
同
加
算
の

算
定
で
比
較
的
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
っ
た「
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
要
件
①
」に
お
い
て

は
、
職
位
・
職
責
・
職
務

内
容
に
応
じ
た
任
用
要

件
、
賃
金
体
系
を
就
業
規

則
で
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
算
定
を

め
ざ
す
場
合
、
人
事
労

務
・
雇
用
管
理
に
関
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
、
処
遇
改
善

に
関
す
る
項
目
で
注
目
す

べ
き
変
更
点
が
、「
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加

算
」
の
見
直
し
で
あ
る
。

介
護
福
祉
士
の
配
置
が
よ

り
一
層
促
進
さ
れ
る
よ

う
、「
介
護
福
祉
士
の
配

置
割
合
が
よ
り
高
い
状
況

を
評
価
す
る
」た
め
の
区

分
が
創
設
さ
れ
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
未
設
定
だ
っ
た

「
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
」に
も
同
加
算
が
導

入
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

有
料
老
人
ホ
ー
ム
事
業
者

等
の
人
材
戦
略
に
お
い

て
、
介
護
福
祉
士
の
確
保

は
重
要
テ
ー
マ
と
な
る
だ

ろ
う
。

景
気
回
復
と
反
比
例
し

て
、
全
国
的
に
介
護
職
員

の
求
人
倍
率
が
上
昇
す
る

中
で
、
介
護
人
材
が
集
ま

り
、
定
着
す
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
は
、
介
護
報
酬

マ
イ
ナ
ス
改
定
の
影
響
を

回
避
す
る
た
め
に
も
不
可

欠
。
現
行
で
は
80
％
を
超

え
る
事
業
所
で「
介
護
職

員
処
遇
改
善
加
算
Ⅰ
」を

算
定
し
て
い
る
が（
表
）、

よ
り
質
の
高
い「
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
取
り
組

ん
で
い
る
か
否
か
で
、
事

業
者
の
選
別
淘
汰
が
進
む

か
も
し
れ
な
い
。

事
業
者
の
選
別
淘
汰
を
招
く
引
き
金
に
な
る
？

「
処
遇
改
善
加
算
」拡
充
の
影
響
度
と
対
策

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
使
命

２
０
１
５
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
、「
▲
２・２
７
％
」と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。こ
の
な
か
に
は
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
拡
充
分
と
し
て
＋
１・６
５
％
が
含
ま

れ
て
お
り
、こ
れ
を
除
く
と
▲
４
％
前
後
と
い
う
厳
し
い
改
定
に
な
る
。人
材
の
確
保
・
定
着
は
、介
護
事
業
経
営
の
最
重
要
テ
ー
マ
。今
回
の
報
酬
改
定
を
契
機
に
、

「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
質
に
よ
っ
て
事
業
者
間
格
差
が
広
が
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

新設の加算
現行の加算Ⅰ 現行の加算Ⅱ

（現行の加算Ⅰ×0.9） 現行の加算Ⅲ
（現行の加算Ⅰ×0.8）

キャリアパス要件①

および

キャリアパス要件②

と新たな定量的要件を

満たす

キャリアパス要件①

または

キャリアパス要件②

と既存の定量的要件を

満たす

キャリアパス要件①

キャリアパス要件②

既存の定量的要件

のいずれかを満たす

キャリアパス要件①

キャリアパス要件②

既存の定量的要件

のいずれも満たさず

【加算の算定要件について】

1　賃金改善等に関する計画を作成し、すべての介護職員に周知するとともに、都道府県知事等に届け出た上

で、加算の算定額に相当する賃金改善を実施すること。

2　事業年度ごとに、介護職員の処遇改善に関する実績を都道府県知事等に報告すること。

3　労働に関する法令に違反し、罰金以上の刑に処せられていないこと。また、労働保険料の納付が適切に行われていること。

4　キャリアパス要件として、次の①または②に適合すること。

　(キャリアパス要件①）次に掲げる要件のすべてに適合すること。

ア　介護職員の任用の際における職位、職責または職務内容等に応じた任用等の要件(賃金に関するものを含

む）を定めていること。

イ　アに掲げる職位、職責または職務内容等に応じた賃金体系（一時金等の臨時的に支払われるものを除く）

について定めていること。

ウ　アおよびイの内容について就業規則等の明確な根拠規定を書面で整備し、すべての介護職員に周知していること。

　（キャリアパス要件②）

　　　介護職員の資質向上のための計画を策定し、当該計画に係る研修の実施または研修の機会を確保すると

ともに、すべての介護職員に周知していること。

5　定量的要件として、平成20年10月から届出を要する日の属する月の前月までに実施した処遇改善の内容（賃

金改善を除く）および要した費用をすべての介護職員に周知していること。

表　介護職員処遇改善加算、サービス提供体制強化加算の算定率

介護職員処遇改善加算 サービス提供体制強化加算

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 合計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 合計

訪問介護 76.8% 1.0% 1.3% 79.1% 【加算の設定なし】

訪問入浴介護 86.6% 0.9% 0.7% 88.2% 13.2% ― ― 13.2%

訪問看護 【加算の設定なし】 ― ― 45.1% 45.1%

訪問リハビリテーション 【加算の設定なし】 ― ― 73.8% 73.8%

通所介護 76.1% 1.1% 1.4% 78.6% 22.0% ― 19.5% 41.5%

通所リハビリテーション 73.1% 1.7% 1.8% 76.6% 58.5% ― 25.3% 83.8%

短期入所生活介護 93.6% 0.9% 1.1% 95.6% 45.4% 25.0% 13.5% 83.9%

短期入所療養介護 83.3% 1.8% 1.7% 86.8% 67.6% 18.9% 9.2% 95.8%

特定施設入居者生活介護 95.1% 0.7% 0.5% 96.4% 【加算の設定なし】

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 91.6% 0.7% 0.4% 92.6% 16.5% 0.7% 1.4% 18.6%

夜間対応型訪問介護 82.2% 0.0% 0.6% 82.8% 9.2% ― ― 9.2%

認知症対応型通所介護 91.7% 0.8% 1.0% 93.5% 33.1% ― 25.7% 58.8%

小規模多機能型居宅介護 91.4% 1.5% 0.9% 93.9% 21.0% 26.7% 4.5% 52.2%

認知症対応型共同生活介護 92.3% 1.5% 1.7% 95.5% 16.9% 28.4% 21.7% 67.1%

地域密着型特定施設入居者生活介護 93.1% 2.7% 1.5% 97.3% 【加算の設定なし】

地域密着型介護老人福祉施設 93.2% 1.2% 1.2% 95.6% 16.9% 19.4% 2.3% 38.6%

複合型サービス 84.3% 2.2% 2.2% 88.8% 25.8% 9.0% 3.4% 38.2%

介護老人福祉施設 94.8% 0.8% 1.0% 96.6% 8.2% 12.8% 7.2% 28.2%

介護老人保健施設 86.1% 2.1% 1.8% 90.0% 68.8% 19.5% 8.4% 96.7%

介護療養型医療施設 51.8% 1.9% 3.1% 56.8% 30.2% 37.0% 21.2% 88.3%

サービス合計 81.5% 1.2% 1.3% 84.0% 29.4% 23.3% 21.4% 56.4%

【資料】第115回社会保障審議会介護給付費分科会資料をもとに作成。

※1　算定率は厚生労働省「介護給付費実態調査」平成25年11月審査分。

※2　サービス提供体制強化加算の「サービス合計」は、加算の区分ごとに算定事業者数の合計を加算対象サービスの全事

業所数の合計で除して算出。

図　介護職員処遇改定加算の区分
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『
最
新
介
護
経
営 

介
護
ビ
ジ
ョ
ン
』

介
護
報
酬
改
定
セ
ミ
ナ
ー

月
刊
誌『
最
新
介
護
経

営　

介
護
ビ
ジ
ョ
ン
』（
発

行
：
日
本
医
療
企
画
）が
、

「
平
成
27
年
度
介
護
報
酬

改
定
を
読
む
！
〜
正
念
場

を
迎
え
た
介
護
経
営
、
変

革
期
と
い
う
最
大
の
好
機

を
生
か
せ
!!
」と
題
し
た

介
護
報
酬
改
定
セ
ミ
ナ
ー

を
３
月
３
日（
火
）13
時
〜

17
時
に
開
催
す
る
。
共
催

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社
。
会
場
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
東
京
汐
留
ビ
ル（
東
京

都
港
区
）、
定
員
は
１
５

０
人（
先
着
順
）。

２
０
１
５
年
度
介
護
報

酬
改
定
を
、
３
年
後
の
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
の
前
哨
戦
と
位
置
付

け
る
の
で
は
な
く
、
今
後

の
事
業
戦
略
を
考
え
る
う

え
で
の
重
要
な
転
換
点
と

と
ら
え
、
今
次
改
定
か
ら

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

読
み
取
り
、
ま
た
こ
れ
か

ら
の
事
業
運
営
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
か
、

行
政
関
係
者
、
事
業
者
、

有
識
者
ら
に
よ
る
全
４
講

演
を
通
し
て
考
え
る
。

第
１
部
の
基
調
講
演
は

服
部
剛
氏（
厚
生
労
働
省

老
健
局
振
興
課
基
準
第
二

係
係
長
）に
よ
る「
平
成
27

年
度
介
護
報
酬
改
定
に
つ

い
て
」、
第
２
部
の
特
別

講
演
は
小
濱
道
博
氏（
小

濱
介
護
経
営
事
務
所
代

表
）に
よ
る「
介
護
報
酬
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
」、
第
３

部
の
実
践
講
演
は
荒
井
信

雄
氏（
株
式
会
社
さ
く
ら

ケ
ア
代
表
取
締
役
）に
よ

る「
訪
問
・
通
所
系
サ
ー

ビ
ス
は
こ
う
変
え
る
」、

第
４
部
の
実
践
講
演
は
難

波
眞
氏（
社
会
福
祉
法
人

信
愛
報
恩
会
し
ん
あ
い
清

戸
の
里
支
配
人
）に
よ
る

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

は
こ
う
変
え
る
」が
行
わ

れ
る
。

当
日
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
株
式
会
社
に
よ
り
、
第

２
部
講
演
と
第
３
部
講
演

の
間
に
高
齢
者
施
設
向
け

商
品
の
説
明
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、希
望
者
参
加
の「
高

齢
者
施
設
向
け
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ　

プ
ロ
ス
タ
ジ
オ
見

学
会
」が
開
催
さ
れ
る
。

受
講
料
は
一
般
５
千

円
、
介
護
福
祉
経
営
士
正

会
員
４
千
円
、
Ｊ
Ｍ
Ｐ
雑

誌
定
期
購
読
者
３
千
円
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
介
護
報
酬
改
定
セ

ミ
ナ
ー
事
務
局（
担
当
：

荒
川
・
七
島
）☎
０
３
─

３
２
５
６
─
２
８
８
５
ま

で
。

全国各地の先進モデル施設でスキルを磨こう！
「介護福祉経営士」実践研修、実施施設を公表

「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」の
資
格
認
定
に
あ
た

っ
て
は
、
同
級
資
格
認
定

試
験（
筆
記
）に
合
格
後
、

「
介
護
福
祉
経
営
士
」実
践

研
修
を
受
講
し
必
要
書
類

（
事
後
課
題
・
等
級
変
更

申
請
書
）を
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
２
０
１
４
年

11
月
に
実
施
さ
れ
た
第
１

回
同
級
資
格
認
定
試
験

（
筆
記
）に
は
１
０
１
人
が

合
格
し
て
い
る
。

同
研
修
は
、
指
定
さ
れ

た
実
施
施
設
で
①
講
義
、

②
視
察
、
③
演
習（
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
）
を
行
い
、

事
後
課
題
を
提
出
す
る
。

い
わ
ば
、「
見
て
、
聴
い

て
、
語
っ
て
、
ま
と
め
る
」

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
課
題
抽
出
・
分
析
能

力
、
経
営
戦
略
立
案
能
力

を
養
う
も
の
。
実
施
施
設

は
い
ず
れ
も
各
地
の
先
進

モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る

法
人
・
施
設
で
あ
り
、
質

の
濃
い
研
修
が
期
待
さ
れ

る
。実

施
概
要
は
次
の
と
お

り
。
な
お
エ
ン
ト
リ
ー
方

法
な
ど
は
、
試
験
合
格
者

に
送
付
さ
れ
る『
受
講
申

込
の
手
引
き
』で
案
内
さ

れ
る
。

■
研
修
の
目
的
と
内
容

「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」に
必
要
な
経
営
課
題

に
つ
い
て
の
観
察
能
力
、

分
析
能
力
を
養
う
こ
と
が

目
的
。研
修
は
１
日
間
で
、

①
講
義
、
②
視
察
、
③
演

習（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）を

行
う
。
研
修
終
了
後
は
事

後
課
題
と
し
て
、「
研
修

施
設
の
経
営
計
画
書
・
事

業
計
画
書
等
」｢

受
講
者

の
お
勤
め
先
の
経
営
計
画

書
・
事
業
計
画
書
等｣

の

２
点
を
作
成
し
、
提
出
す

る
。

■
受
講
資
格
者

「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」
資
格
認
定
試
験（
筆

記
）の
合
格
者
。
合
格
発

表
日
か
ら
翌
々
年
度
末
ま

で
に
受
講
す
る
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
14
年
11
月
実

施
の
第
１
回
試
験
合
格
者

の
受
講
期
間
は
、
17
年
３

月
末
日
ま
で
。

■
研
修
場
所

日
本
介
護
福
祉
経
営
人

材
教
育
協
会
が
認
定
し
た

実
践
研
修
の
受
講
地
・
実

施
施
設
。
15
年
度
上
期
は

表
１
の
と
お
り
。

受
講
地
は
、
受
講
者
が

希
望
す
る
場
所
を
選
択
で

き
る
。
各
実
施
施
設
の
研

修
日
程
等
の
案
内
は
２
月

２
日
に
郵
送
お
よ
び
同
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
、
３
月
２
日
よ
り
受
講

エ
ン
ト
リ
ー
を
受
付
開
始

す
る
予
定
。
な
お
、
実
践

研
修
は
15
年
度
下
期
も
開

催
す
る（
開
催
日
時
等
は

後
日
公
表
）。

■
受
講
料

２
１
６
０
０
円（
税
込

／
実
施
施
設
ま
で
の
往
復

の
交
通
費
は
受
講
者
の
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
２
０
１
５
年
度
よ
り
開
始
す
る

「
介
護
福
祉
経
営
士
」実
践
研
修
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」
資
格
認
定
を
受
け
る
た
め
の
研
修
で
、全
国
各
地
の
実
施
施
設
で
行
わ
れ
る
。15

年
度
上
期
の
受
講
申
し
込
み
は
３
月
２
日
よ
り
受
付
開
始
。
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介護福祉経営に必要な知識を体系的に習得
できる「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全
21巻）。介護・医療の現場、教育現場、経
営の実務に携わり、各分野の第一線で活躍
する執筆陣によってまとめられた本シリーズ
は、一般社団法人日本介護福祉経営人材教
育協会より「介護福祉経営士」資格認定試験
推薦テキストとして採用されています。

「介護福祉経営士」資格認定試験合格に向けた学習教材
「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻）

■ 総監修（50音順）

江草安彦
社会福祉法人旭川荘名誉理事長
川崎医療福祉大学名誉学長

大橋謙策
公益財団法人テクノエイド協会理事長
元・日本社会事業大学学長

北島政樹
国際医療福祉大学学長

■ 体　裁：各巻 B5判／1C
■ 定　価：各巻2,500円＋税

【全21巻セット】 または 【基礎編10巻セット】をご購入の方に、
介護福祉経営士２級資格認定試験対策 ――合格サポートブック――を進呈

『合格サポートブック』とは

・「介護福祉経営士テキスト」基礎編（10巻）の各巻の重要ポイントの解
説を掲載

・予想問題を掲載
・第1回「介護福祉経営士2級」資格認定試験で実際に出題された問題

の一部を掲載　※解説は（株）日本医療企画によるものです

「介護福祉経営士」資格認定試験対応　日本介護福祉経営人材教育協会　推薦テキスト
キャンペーン 2015年2月15日まで ！

好評につき延長 ！

表1  実践研修の受講地・実施施設（予定）（2015年度上期）
受講地 実施施設（実施法人）
北海道 社会福祉法人渓仁会（札幌市）
東北 選定中
関東 社会福祉法人小田原福祉会（神奈川県）
東海 社会福祉法人せんねん村（愛知県）

北信越 選定中
関西 社会福祉法人愛和会（大阪府）

中国・四国 選定中
九州 社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団（大分県）

表 2  研修スケジュール

午　前 法人代表者等による講義

午　後
1. 視察（施設見学）

2. 演習（グループワーク）

研修修了後 事後課題の提出
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合格者の声「介護福祉経営士」をこう活用する！
2014年11月、第１回「介護福祉経営士１級（筆記）」資格認定試験が実施され、101名の合格者が誕
生しました。また、「介護福祉経営士２級」は、計５回の資格認定試験までの合格者の累計が、703名とな
りました。介護施設・事業所、企業などから多くの方々が受験し、合格しています。どのような目的で受験
し、どのように「介護福祉経営士」の資格を業務に活かそうと考えているのか、合格者に話を聞きました。

© arkgarden- Fotolia.com

私
た
ち
の
働
く
介
護
業
界
で

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
知
識
を
習
得

す
る
体
系
的
な
ガ
イ
ド
も
、
介
護

の
現
場
に
沿
っ
て
実
践
的
に
教
え

ら
れ
る
機
会
も
少
な
い
ま
ま
に
管

理
職
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う

方
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
苦
労
を

な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
問
題
意

識
か
ら「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
受

験
を
決
意
し
ま
し
た
。

今
回
、
１
級
の
勉
強
を
す
る
な

か
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
体
系
的

に
学
習
が
で
き
た
と
感
じ
る
と
共

に
、
日
頃
現
場
の
管
理
職
が
苦
労

し
て
い
る
課
題
や
問
題
に
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
知
識
や
ス
キ
ル
で
実

践
的
に
対
処
す
る
に
は
ど
う
す
る

か
、
ど
う
自
分
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
を
高
め
て
い
く
の
か
と
い
う
ガ

イ
ド
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」は
ス
タ
ー

ト
だ
と
思
い
ま
す
、
現
場
で
苦
労

し
て
い
る
管
理
職
の
課
題
や
問
題

の
解
決
に
繋
が
る
よ
う
な
、
情
報

発
信
や
成
功
事
例
共
有
を
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
縁
あ
っ
て
介
護
事
業
所

と
の
お
仕
事
を
多
く
頂
い
て
い
ま

す
。
介
護
事
業
所
の
介
護
保
険
法

な
ど
に
よ
る
特
殊
な
就
業
環
境
を

知
る
に
つ
れ
て
、
介
護
経
営
を
き

ち
ん
と
学
び
た
い
と
思
い
受
験
を

し
ま
し
た
。
学
習
を
通
じ
て
介
護

業
界
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
離
職
し
な
い
人
財
の

採
用
や
育
成
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
の
た
め
の
賃
金
制
度
の
構

築
と
い
っ
た
社
会
保
険
労
務
士
の

専
門
性
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
幅

広
い
知
識
を
プ
ラ
ス
し
た
提
案
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
実
地
指
導
で

も
労
務
管
理
に
つ
い
て
厳
し
く
指

導
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
社
会
保

険
労
務
士
の
資
格
を
も
つ「
介
護

福
祉
経
営
士
」が
益
々
求
め
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
介
護
事
業
所
と

関
わ
り
を
も
つ
社
会
保
険
労
務
士

の
皆
さ
ん
も
、
業
界
を
知
る
き
っ

か
け
の
一
つ
と
し
て
資
格
に
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

管
理
職
の
陥
る
課
題
や
問
題
を
解
決
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
き
た
い

平ひ
ら

井い 

丈た
け

雄お

東
京
海
上
日
動
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社（
東
京
都
渋
谷
区
）

事
業
推
進
部
　
次
長

社
労
士
の
専
門
性
に
介
護
経
営
の
知
識
を
プ
ラ
ス
し

質
の
高
い
介
護
人
材
の
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

五ご

い井 

淳じ
ゅ
ん

子こ

ア
ク
テ
ィ
労
務
管
理
事
務
所（
東
京
都
渋
谷
区
）

代
表

社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
、
労

務
管
理
な
ど
を
中
心
に
地
域
の
介

護
事
業
所
の
経
営
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
時

代
の
流
れ
に
あ
う
提
案
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
知
り
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
介
護
事

業
所
の
経
営
の
知
識
を
身
に
つ
け

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、

受
験
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
の
介
護
事
業
所

の
経
営
者
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
介
護
事

業
所
を
永
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
の
実
現
や
社
会
保
険
労
務

士
の
知
識
と
合
わ
せ
て
、
現
場
職

員
の
方
々
が
イ
キ
イ
キ
と
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
形
成
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、「
介
護
福
祉
経
営
士
」の

勉
強
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
、
支

部
研
究
会
な
ど
で
こ
れ
か
ら
学
ぶ

こ
と
を
私
の
同
僚
に
も
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域・事
業
所
の
特
性
を
活
か
し

イ
キ
イ
キ
し
た
職
場
環
境
の
形
成
に
貢
献
し
た
い

高た
か

木き 

乃の

ど

か

土
香

川
浪
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所（
熊
本
県
熊
本
市
）

主
任

私
は
、
大
学
院
で
介
護
福
祉
経

営
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
た
時

に「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
知
り
ま

し
た
。
介
護
経
営
を
学
ぶ
こ
と
で

仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
受
験
を
決
意
し
ま

し
た
。

現
在
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
管

理
職
と
し
て
利
用
者
満
足
度
や
職

員
満
足
度
の
向
上
に
結
び
付
け
る

た
め
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
注

力
し
て
い
ま
す
。「
介
護
福
祉
経

営
士
」の
学
習
を
通
じ
て
学
ん
だ

こ
と
や
研
究
会
で
得
た
知
識
や
情

報
は
、
実
務
に
役
立
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
研
究
会

で
は
、
介
護
事
業
所
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
層
や
現
場
職
員
の
ほ
か
に
、

他
業
種
の
方
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
介
護
業
界
の
動
向
や
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
情
報
を
意
見
交

換
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
研
究
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
学
び
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

研
究
会
で
得
た
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

実
務
の
現
場
で
活
か
し
て
い
き
た
い

久く

ぼ保 

吉よ
し
ま
る丸

株
式
会
社
フ
ジ
ケ
ン
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

生
活
支
援
相
談
員

ヘルスケア経営学院

インターネットセミナー【介護福祉経営講座】とは…
介護福祉経営の現場における課題解決とマネジメント力の向上を目的として創刊さ
れた「介護福祉経営士実行力テキストシリーズ」（日本医療企画刊・各巻1,800円＋税）
を教材としたインターネットセミナーです。介護福祉経営に携わるすべての方のスキル
アップに向け、テキストの執筆陣がより実践的にわかりやすく解説します。

【受講料】※お支払いはクレジット決済、インターネットバンキングのいずれかを選べます。

●一般価格：3,200円＋税
●介護福祉経営士正会員価格：1,200円＋税

講師：小濱道博
　　　　 （小濱介護経営事務所代表）

よくわかる
実地指導への対応マニュアル
よくわかる
実地指導への対応マニュアル

～増加する不正請求指導と行政処分への対策＆事前準備～

日本医療企画 教育・出版事業本部　ヘルスケア経営学院
TEL：03-3256-2863　E-mail:info@hcmi-e.jp

受講方法や
お問い合わせは http://www.hcmi-e.jp/

インターネットセミナー【介護福祉経営講座】のご案内

全国を飛び回る人気講師・小濱道博氏が、実地指導に向けてあらかじめ準備すべきこと、実際の対応、その後の手続きまで、
さまざまな事例を挙げてわかりやすく解説します。大好評のセミナーを臨場感たっぷりにインターネットで受講できます。
全国を飛び回る人気講師・小濱道博氏が、実地指導に向けてあらかじめ準備すべきこと、実際の対応、その後の手続きまで、
さまざまな事例を挙げてわかりやすく解説します。大好評のセミナーを臨場感たっぷりにインターネットで受講できます。

介護経
営に役

立つ

8講座開
講中！！

その他
続々開

講!!
介護経

営に役
立つ

8講座開
講中！！

その他
続々開

講!!
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東
北
支
部

支
部
設
立
後
初
の
研
究

会
・
情
報
交
換
会
を
開
催

東
北
支
部
は
、
昨
年
12

月
19
日
、
同
支
部
設
立
後

は
じ
め
て
と
な
る
研
究

会
・
情
報
交
換
会
を
開
催

し
た
。「
２
０
１
５
年
度
介

護
報
酬
改
定
の
方
向
性
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、
介

護
福
祉
経
営
士
や
医
療
経

営
士
、
医
療
・
介
護
関
連

企
業
を
含
め
５
人
が
参
加

し
た
。

同
研
究
会
は
、
介
護
報
酬

改
定
の
動
向
や
最
新
情
報

を
学
び
、
議
論
を
通
じ
て
、

介
護
福
祉
経
営
士
と
し
て

の
役
割
を
再
認
識
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

ま
ず
、
事
務
局
よ
り
社

会
保
障
審
議
会
・
介
護
給

付
費
分
科
会
で
議
論
さ
れ

て
い
る
情
報
を
提
供
。

同
改
定
の
基
本
視
点
で

あ
る
①「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
、

在
宅
中
重
度
者
や
認
知
症

高
齢
者
へ
の
対
応
の
更
な

る
強
化
」、
②「
介
護
人
材

確
保
対
策
の
推
進
」、
③

「
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
適
正
化

と
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
構
築
」に
つ
い
て

確
認
し
た
。
ま
た
、
介
護

職
員
処
遇
改
善
加
算
に
つ

い
て
は
さ
ら
な
る
上
乗
せ

評
価
区
分
の
新
設
に
伴
う

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、

今
後
の
重
要
性
を
解
説
し
、

主
要
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
介

護
業
界
全
体
の
動
向
や
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

が
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る

介
護
報
酬
改
定
の
影
響
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
」（
医
療
・
介
護
関
連
企

業
勤
務
）な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
た
。

今
後
、
東
北
支
部
で
は
、

新
設
さ
れ
る
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算（
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
要
件
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
）を
す

で
に
取
り
入
れ
て
い
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
先

行
事
例
を
も
と
に
し
た
研

究
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

関
東
支
部

介
護
報
酬
改
定
ま
で
に

備
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ

ン
ト
を
学
ぶ

介
護
報
酬
改
定
に
向
け

た
動
き
が
大
詰
め
を
迎
え
、

４
月
ま
で
に
準
備
す
べ
き

こ
と
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

を
理
解
す
べ
く
、
昨
年
12

月
19
日
に
馬
場
博
氏（
一
般

社
団
法
人
Ｃ.

Ｃ.

Ｎ
Ｅ
Ｔ

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）を

講
師
に
迎
え
、
20
人
限
定

の「
介
護
報
酬
改
定
の
動
向

と
ポ
イ
ン
ト
解
説
勉
強
会
」

を
開
催
し
た
。
当
日
は
介

護
事
業
者
や
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
関
連
企
業
か
ら
16

人
が
参
加
。

勉
強
会
の
前
半
で
は
、

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
基
本

的
な
視
点
や
改
定
の
狙
い
、

事
業
戦
略
策
定
の
プ
ロ
セ

ス
な
ど
を
詳
し
く
講
義
。

後
半
で
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク

交
流
会
を
行
い
、
他
業
種

の
参
加
者
同
士
の
交
流
を

深
め
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
今
後
何
を
準
備
し
た
ら
良

い
か
が
明
確
に
な
っ
た
」、

「
２
０
２
５
年
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
い
て
、
段
階

的
に
計
画
を
策
定
す
る
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
」、

「
他
職
種
の
方
と
の
交
流
は

普
段
で
き
な
い
の
で
、
と

て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
」

な
ど
多
く
の
声
が
挙
が
っ

た
。今

後
も
関
東
支
部
で

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題

を
提
供
し
、
介
護
業
界
に

関
わ
る
人
材
の
つ
な
が
り

を
強
く
す
る
場
を
提
供
し

て
い
く
。

“お悩み相談”受付中
　第15号より新企画「お悩み相談」が
スタートします。介護に関する皆さんの
お悩み・疑問・質問に、介護福祉経営士
や有識者がていねいにお答えします。身
近な人に聞けない、調べたけれどわから
ないという疑問・質問がありましたら、
「お悩み相談」係までFAX（03-3256-
0572）またはメール（nkfknews@nkfk.
jp）でお寄せください。投稿の際、折り
返しご連絡をさしあげる場合もございま
すので、匿名の場合でも必ず氏名、ご連
絡先を明記ください。

「介護福祉経営士2級」

第7回 2015年
7 月12日（日）

第8回 2015年
11月 8 日（日）

第9回 2016年
2 月21日（日）

●試験時間／60分
●出題問数／40問
●�出題形式／多肢選択式・
　　　　　　マークシート記入

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで……

http://www.nkfk.jp/

日本の未来を創る介護福祉分野の新資格

「介護福祉経営士」
1級・2級 資格認定試験日程

試験会場：札幌・仙台・東京・名古屋・
　　　　　金沢・大阪・福岡（予定）ほか
主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

介護福祉経営士 検索

「介護福祉経営士1級」

第2回
（筆 記）

2015年
11月8日（日）

「介護福祉経営士1級」資格認定試験
は、同2級資格認定を受けることが
受験要件となります。
筆記試験を合格後、「実践研修」の修
了を経て「介護福祉経営士1級」への
資格認定変更を行います。

●試験時間／80分
●出題問数／50問
●�出題形式／多肢選択式・　　
　　　　　マークシート記入

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構設立記念フォーラム

必要とされる介護福祉の
教育指導者像とは
2015年３月東京で開催決定!!

共催（一般社団法人介護福祉指導教育推進機構／株式会社日本医療企画）

プログラム
第Ⅰ部

「介護人材確保の
方向性について」

講演者：厚生労働省
　　　　 （調整中）

第Ⅱ部
「介護福祉分野の人財育成

に必要な６つの視点」
講演者： 黒澤貞夫
一般社団法人介護福祉指導
教育推進機構　代表理事

第Ⅲ部
「介護福祉分野における教育指導者

の新しい認定制度について」
説　明：
一般社団法人介護福祉指導
教育推進機構　事務局

参加費（予定）：2,000円（テキスト代込）

設立記念フォーラム・機構へのお問い合わせ・資料請求はウェブで…
http://kaigo-education.jp/

［問い合わせ］
　一般社団法人介護福祉指導教育推進機構
　〒101-0042  東京都千代田区神田東松下町 17 番地 もとみやビル3Ｆ
　TEL：03‐3526‐5531　FAX：03‐3526‐5532

本機構は、介護福祉の教育指導者の養成・支援に資する取り組みを通じて、日本の
介護福祉サービスの発展に寄与することを目的に設立。この度、設立記念フォーラム
を開催することといたしました。
会 場：株式会社日本医療企画　もとみやセミナールーム（東京都千代田区）

全国各地で開催準備中！  順次ご案内してまいります。




